MTDLP事例検討会に参加された会員の皆様へ
〜現職者共通研修「9.事例検討」修了が認められます〜
〜手帳移行完了された方〜
生涯教育委員会
2021年2月
主にMTDLP事例検討会で事例検討された会員の皆様は、要件が満たされていれば現職者共通研修「9．事例検討」の修了が認められます。
現職者共通研修「9.事例検討」が修了されているかどうか、今一度、自身のポータルサイトか生涯教育手帳をご確認ください。
1． 現職者共通研修「９.事例検討について」
「９.事例検討」は、以下のいずれかの履修方法があります。
１）都道府県士会が主催する「現職者共通研修事例検討・報告会」に参加する。
２）協会・士会の主催・共催する事例検討・報告会(90分以上)に参加する。
（例：MTDLP事例検討会）
・質問の機会を持つ事を強く推奨する。
・上記２）は平成30年4月1日以降に開催された事例検討・報告会に限る。
・上記２）により申請する会員は、参加を証明する資料と必要事項を記入した「事例検討履修申請書」を提出する。
２．申請方法
	必要なもの
◯手帳移行完了者
2020年4月1日以降の検討・・・①②

	1 必要事項を記入した事例検討履修申請書
2 参加を証明する資料
下記申請先へ郵送して下さい。

	申請先

	955-0132　新潟県三条市長野337番地
介護老人保健施設いっぷく　　作業療法士　本田　岳

	問い合わせ先
	新潟県作業療法士会事務局
ot-niigata.toki4721@helen.ocn.ne.jp
件名：「生涯教育」でお願いします。


事例検討履修申請書
	協会会員番号：
	申請者氏名：　　　　　　　　　　　　　　　印


	所属施設名：


	事例検討・検討会名：


	事例検討実施年月日：　　　　　年　　　　　月　　　　　日



※　各事例・報告会では「生涯教育基礎研修修了者、認定作業療法士、専門作業療法士」がファシリテーターを務めることを原則とします。
※　参加を証明する資料を添付してください。
